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本号の Thinking Process Updateでは、PlantPAx™ プロセス・オートメーション・
システムのバッチ管理機能と制御機能を特集します。コントローラベースの新しいバッ
チ /シーケンシング機能、拡張された FactoryTalk® Batch機能、濾過スキッド機器に
利用可能なソリューションについて説明しています。また、PlantPAxシステムを利用
した 2つの成功事例と、今秋開催のプロセス・ソリューション・ユーザ・グループ （PSUG） 
およびオートメーションフェアイベントで 1週間にわたって行なわれるプロセスエジュ
ケーションについても紹介します。

PlantPAxの Logix Batchと Sequence Managerで 
プロセス・マシン・ビルダがエンジニアリング時間を短縮

ロックウェル・オートメーションの新しいバッチ /シー
ケンシング機能は、コントローラベースのレシピ管理

/制御機能をエンドユーザに提供します。

ロックウェル・オートメーションは、Logix Batch

と Sequence Managerを新たに追加することで

PlantPAxプロセス・オートメーション・システムを拡張

しました。このアプリケーションでは、標準的なユー

ザインターフェイスを採用しているHMIを通じてコン

トローラでシーケンスを直接構成できるので、コント

ローラベースのローカルなバッチやシーケンシングに

関する幅広いニーズに対応できます。システムインテ

グレータにとっては、この機能の利用により、エンジニ

アリングに手間のかかるカスタムコードが不要になりま

す。一方 OEMは、プラント全体に及ぶ大規模ソリュー

ションへ容易に統合可能なローカ

ルシーケンシングを求めているエ

ンドユーザ向けに、汎用的なプロ

セス制御ソリューションを設計で

きます。

Lo gi x  B atc h と S e q u e n ce 

Managerは、ミキサ、ブレンダ、

リアクタなど、プロセスのシーケ

ンス（手順）とレシピのフォーミュ

ラ（セットポイント）の両方にお

いて柔軟性を要するスタンドアロ

ンのバッチプロセス装置に最適で

す。また、プロセスのスタートアッ

プ /シャットダウン、グレード変更、

クリーニングスキッドの制御のよ

うな、一般的な連続シーケンシ

ング用途にも適しています。

「多くのアプリケーションはシーケンス管理機能を必

要としますが、サーバベースのバッチ・ソフトウェア・

パッケージを導入するほどプロセスが複雑とは限りませ

ん。」ロックウェル・オートメーションのバッチ・ソリュー

ション・マネージャである Andy Stumpは述べていま

す。「このソリューションの場合、最初は小規模なも

のから始められますが、その後要件が拡大すればい

つでも、コストのかかる再エンジニアリングおよびテス

トを行なわずに Logix Batchと Sequence Manager

を FactoryTalk Batchなどの包括的なソフトウェアソ

リューションに移植できます。」

現在、コントローラベースのカスタムレシピ管理ソ

リューションの大半では、固定シーケンスへのセットポ

イントダウンロードのみ可能です。そのため、シーケ

ンスの変更が必要になると、コードの変更も避けられ

ません。結果として、プロセスのリスクが高まり、シス
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プロセス・マシン・ビルダがエンジニアリング時間を短縮（続き）

ロックウェル・オートメーションが FactoryTalk Batchの機能を拡張し、 
オペレータによる制御性が向上

テムの再テストや検証に多額のコストがかかることがあ

ります。Logix Batchと Sequence Managerは、標

準的なツールによるシーケンスおよびフォーミュラの変

更に必要な構成ツールをユーザに提供します。さらに、

開発済みの直感的な構成画面やランタイム HMI画面

も備えており、ランタイム制御 /保守が容易です。

このアプリケーションは ISA-88規格に準拠することで、

一貫性のあるフレームワークを構築しています。この

一貫性がもたらすトラブルシューティングの迅速化とラ

ンタイム体験の向上によって、スループットの増加と品

質改善が実現します。

PlantPAxプロセス・オートメーション・システムの一

部である Logix Batchアプリケーションと Sequence 

Managerアプリケーションでは、ロックウェル・オート

メーションの大規模なシステムと同じ構成 /ネットワー

キング /視覚化環境を採用しているので、単一の装置

でローカルな監視および制御が可能なほか、複数の独

立した装置を単一のコントローラでサポートできます。

このためシステムインテグレータ、マシンビルダ、エン

ドユーザは、プラント規模の制御システムに対して費

用効率の高い統合を行なえます。

PlantPAx Logix Batch および Sequence Manager

の詳細は、下記のロックウェル・オートメーション・ナレッ

ジベースをご覧ください。

http://rockwellautomation.custhelp.com/app/
answers/detail/a_id/68709

新しいバージョンではシステムエンジニアリングの負

担が軽減され、レポートや分析向けのデータが増加し

ています。

ロックウェル・オートメーションは FactoryTalk Batch

ソフトウェアのアプリケーション開発機能を拡張し、

ユーザがバッチアプリケーションを迅速に設計およ

び実行できるようにしました。FactoryTalk Batch、

FactoryTalk eProcedure®、FactoryTalk Batch 

Material Managerからなるこのソフトウェアには、新

しいインテリジェントなレシピ機能、オペレータによる

安全なオーバライド機能、拡張されたデータ収集 /レ

ポート機能、強化された資材管理機能が搭載されてい

ます。

ロックウェル・オートメーションのスケーラブルな

PlantPAxプロセス・オートメーション・システムと緊密

に統合された FactoryTalk Batchソフトウェアは、小

規模で基本的なシーケンシングから、大規模で複雑な

バッチアプリケーションに至るまでの各種ソリューショ

ンに対応します。このソフトウェアを利用すれば、製品

定義の標準化、製品の品質向上、製品開発の簡素化、

システム開発の迅速化、実装コストとリスクの削減が

可能です。このリリースは以下のような利点を備えて

います。

新しいインテリジェントなレシピ機能̶レシピ作成者は

パラメータ、トランジション、検索式を記述して、「イ

ンテリジェントな」レシピを作成できます。

向上したランタイムユーザ制御 ト̶ランジションを強制

的に実行できる権限により、ランタイム制御が簡素化

されました。

拡張されたデータ収集 /レポート機能̶新しい調停イ
ベントでは、共有リソースの使用状況とその所有者を

捕捉できます。コンテキスト IDにより、高度なレポー

ト機能とデータ分析が可能です。

強化された資材管理機能̶柔軟性の向上により、資材

の在庫への遅延バインディングが可能です。

FactoryTalk Batch Software Suiteを利用すると、製

造上のニーズに柔軟に対応しながら、以下のものを提

供するバッチ制御システムを開発できます。

•  オペレータ：プロセスの効果的な制御に必要なビュー

•  製造部門：プラントフロアの状況の把握に必要な情報

•  レシピ作成者：製品レシピを容易に作成および管理で

きる環境

•  経営者：ビジネス上の適切な意思決定に必要な情報

•  品質管理部門：プロセスの改善とコンプライアンス要

件の遵守に必要な情報

•  保守部門：問題の迅速な診断に必要なツール

•  システム設計者：業界標準に基づくモジュール式のバッ

チ自動化のサポートに必要なツール

•  エンジニア：ソフトウェアを制御システムへシームレス

に接続できる機能

詳細は、下記をご覧ください。

www.rockwellautomation.com/
rockwellsoftware/production/batch/

バッチ制御ソリューション
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濾過スキッドで OEMの競争力強化を支援
濾過は、ほとんどの産業プロセスで欠かせない要素と

なりました。例えば、製薬業界で最も重視されてい

る施設の 1つが浄水施設です。濾過は、微粒子を除
去する汚水処理アプリケーションでは特に重要です。

プラントでは、ボイラやインジェクション用にも清浄

水が必要とされています。

ロックウェル・オートメーションは、OEMが濾過スキッ

ドの効率を最適化し、濾過スキッドをプロセスシステム

全体へシームレスに統合できるソリューションを提供し

ています。

PlantPAxソリューションは、費用効率が高くスケーラ

ブルなオープン通信プラットフォームをベースにしてい

ます。このソリューションを採用した産業用濾過スキッ

ドは、テスト済みのフル機能可能な状態で出荷され、

ほとんどの監視システムへ迅速かつ容易に接続できま

す。さらに、再使用可能な標準ソフトウェアモジュール、

プロセスライブラリ、アドオン命令などの設計ツール

が付属し、全体的なエンジニアリング時間を短縮でき

ます。

OEMスキッドソリューションの詳細は、下記をご覧くだ

さい。

http://discover.rockwellautomation.com/PR_
EN_Process_Solutions.aspx

ロックウェル・オートメーションでは、バッチ処理には、

シンプルな単独のベッセル、単独の製品製造から複雑

なマルチパス、マルチベッセル、複数製品製造、こ

れらの条件の組合せなど、多様なニーズがあることを

認識しています。各ニーズでは、異なるレシピおよ

びプロセス管理 /制御方法が必要とされます。

高い柔軟性とパフォーマンスを得るには、ビジネス目

標や生産目標に合わせてこうしたバッチ操作をカスタマ

イズできる必要があります。PlantPAxプロセス・オー

トメーション・システムがベースのバッチソリューション

をパートナの製品やサービスと組み合わせれば、ニー

ズを満たしつつ収益の向上を図れます。

PlantPAxのバッチ機能を紹介したパンフレットについ

ては、下記をご覧ください。

http://literature.rockwellautomation.com/
idc/groups/literature/documents/br/batch-
br001_-en-p.pdf

PlantPAxの新しいバッチ機能のパンフレット

製薬は、あらゆる化学プロセスの中で最も溶剤を使

用します。多くの製薬会社では、使用済み溶剤をリ

サイクルせずに、その大半をエネルギー源として現

場で焼却しています。

リサイクルではなく焼却するという判断は多くの場合、

単に財務分析や投資収益率（ROI）に基づいて下され

ています。現在の相場では、使用済み溶剤を焼却す

る熱エネルギーの価値と使用済み溶剤をバージン材に

置き換えるコストとの差額は、業界で求められる収益

率を満たすほど十分ではありません。ただしよく見る

と、こうした計算には不備があります。生産資本支出

と同じROI規則を溶剤回収への投資に適用するだけで

は、単純化しすぎており、財務理論に反しています。

米国政府は温室効果ガス排出に関する法律の制定を検

討しており、企業での使用済み溶剤の処理方法が変わ

るかもしれません。検討中の法律が成立すれば使用済

み溶剤の焼却コストが大幅に上昇するので、溶剤回収

が企業の収益に大きな効果をもたらすことが認識され

るようになります。溶剤回収はいずれ、製薬会社の大

半にとって「必須の投資」になると考えられます。

ロックウェル・オートメーションのホワイトペーパーの

全文については、下記をご覧ください。

http://www.ab.com/onecontact/lifesciences/
whitepaper/

『An Executive Guide to Pharmaceutical Manufacturing 
Efficiency and the Effect of Environmental Legislation』

ロックウェル・オートメーションのニュースとリソース
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レシピ管理

現在最も一般的なレシピ管理の課題の 1つが、レシ
ピの定義をビジネスシステムからプラントフロア制御

システム向けに変換することです。レシピ管理の基礎

をどのように把握・解釈・適用するかによって、課題

の解決の成否が決まります。

レシピ管理の課題について検討する前に、まず「レシピ」

の概念を理解しなければなりません。 ISA-88.01では、

レシピを次のように定義しています。「…特定の製品に

関する製造要件を独自に定義した最小限の情報を含む

エンティティ。レシピは、製品とその製造方法につい

て記述する手段となります。」

さらに、次のようにも定められています。「レシピは、

次の種類の情報で構成されています：ヘッダ、フォー

ミュラ、手順、機器要件。」レシピヘッダには、製品に

関する管理情報が格納されています。この情報には、

レシピおよび製品の ID、リビジョンの詳細、承認、ス

テータスが含まれます。レシピフォーミュラには、製品

の製造に関するすべてのプロセス入力、プロセスパラ

メータ、プロセス出力が定められています。一般的に

言うと、製品の製造に必要なセットポイント /構成 /原

料や、バッチ実行中に収集すべきデータのリストがこれ

に相当します。

レシピ手順には、製品製造プロセスを実行するための

ステップとシーケンスが定義されています。手順の定

義は、機器に固有でない条件から始まり、プラントフ

ロアの製造機器に必要な固有のシーケンスへと進みま

す。レシピで定義される機器要件には、製品の製造に

必要なすべての機器について記述します。機器要件は、

使用可能な材料や必須の処理特性など一般条件から始

まり、バッチの実行に必要な製造機器など固有条件へ

と進みます。

4つのレシピパートは、企業の製品という知的財産を

文書化するための手段となります。知的財産を実際の

生産活動に変えるには、企業全体で一貫した方式によ

り各パートを定義・管理・変換しなければなりません。

この変換について理解するために、ISA-88.01を再度

見てみます。 ISA-88.01では、企業内で使用される 4

種類のレシピ（ジェネラルレシピ、サイトレシピ、マス

タレシピ、コントロールレシピ）を定義しています。各

レシピには、4つのレシピパートが次第に詳細になるよ

うに記述されています。

現在市場に流通している市販システムの中で、ビジネ

スシステムとプラントフロア制御システムの両方にわ

たって包括的なレシピ管理ソリューションを提供してい

るものはほとんどありません。この種のソリューション

の開発は、以前からソフトウェア開発企業にとって大き

な課題となっており、今後しばらくはこの状況が続く見

込みです。こうした現実のもとエンドユーザは、企業

規模のビジネスシステムを自動プラントフロア制御シス

テムと組み合わせて使用する際、従来と同じような要

件に今なお直面しており、さらにこの要件は次第に複

雑化しています。組み合わせて使用する場合は、異種

システムを統合して、統一されたレシピ管理ストラテジ

を策定する必要があります。これに伴って生まれた現

在最も一般的なレシピ管理の課題の 1つが、異なるシ

ステム間で製品定義をジェネラルレシピからマスタレシ

ピに変換することです。

エンタープライズ・リソース・プランニング（ERP）シ

ステム内のレシピ管理モジュールでは、製品を製造

する上での主要な手順をビジネス面から定義していま

す。

レシピ管理モジュールでは、サプライチェーンからの

情報、原料、リソースのコストや使用可能状況に基づ

いて、企業向けの製品レシピを定義します。レシピに

は通常、プラントフロアにおけるリアルタイムでの製品

製造に十分な詳細情報は含まれていないので、プラン

トフロアでの使用に対応できるように変更しなければ

なりません。この段階では次レベルへの変換を行ない、

固有の機器での製造を最適化する手順の正確なシーケ

ンス（例：原料の並列追加によるサイクル時間の短縮）

などの情報を提供します。ビジネスシステムからのセッ

トポイント情報は、このタスクの実行用に設計された

プラントフロア制御システムのシーケンスにリンクする

必要があります。こうしたシステムには、特定の時点

において特定の機器上で特定の製品を製造するのに必

要なローカライズ済み情報が格納されています。

複数のシステム間でレシピをリンク

4

レシピ

ヘッダ

手順フォーミュラ 機器

以下のレシピに変換可能

ジェネラルレシピ 製品固有の処理情報

以下のレシピに変換可能

サイトレシピ サイト固有の情報

以下のレシピのベース

マスタレシピ プロセスセル固有の情報

コントロールレシピ
バッチ ID、バッチサイズ、 
インプロセス、オペレータ / 
システムの一般情報

レシピの種類

4つのレシピパートは、企業の製品という知的財産を文書化するための手段となります。
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システム間のリンクは、翻訳と変換の 2つの部分に分

けられます。システム間の通信の翻訳に利用可能なテ

クノロジソリューションは現在、数多く存在します。ベ

ンダは共通コネクタテクノロジのほか、World Batch 

Forum （WBF） の BatchMLスキーマのような業界標

準言語インターフェイスにも力を注いでいます。こうし

た標準インターフェイスを利用すると、システムが相

互にやり取りをして、情報をシームレスに交換できるよ

うになります。

ただし、テクノロジを容易に入手できたとしても、複

数のシステム間でレシピを変換できる適切な手段は存

在しません。このプロセスは今なお、使用するシステム、

各システムの機能、製造プロセスの全体的な複雑さに

大きく依存しています。人間が変換を行なう場合、変

換結果は各人の判断や論理に左右されます。一方、電

子システムを相互にリンクする場合は、人間の判断の

代わりにコード中の規則に基づく論理が使用されます。

こうしたシステムでは一般に、システム間でデータを解

釈・理解するのに必要な動的インテリジェンスを利用で

きません。

したがって、ユーザがレシピ管理の構成要素を理解し、

ニーズに合ったソリューションを体系的に設計できるか

どうかによって、レシピ管理ストラテジの成否が決まり

ます。成功を収めるには、各レシピレベルに格納すべ

きデータの決定、各レベルに対応したツールの利用、

標準テクノロジを介した各レベルのシームレスな相互

接続が必要です。

ビジネスシステムおよび制御システムの両方を維持す

る必要性と、それに伴う課題は、極めて現実的なもの

ですが、変換を含め効果的なレシピ管理を実現する上

での制約要因にしてはなりません。初期設計段階で十

分に時間をかけて企業のニーズをよく把握してから、

ソリューションを導入したりテクノロジを適用すること

が、成功につながります。課題を前もって認識し、各

課題への対処計画を策定することこそ、最善のアプ

ローチです。レシピ管理の設計が困難な場合は専門家

を雇うことも現実的な選択肢です。専門家は、レシピ

の各パート （ヘッダ、フォーミュラ、機器、手順） にど

のデータが属するかの定義、レシピ階層 （ジェネラルレ

シピ、サイトレシピ、マスタレシピ、コントロールレシピ） 

間の変換のプランニング、複数のシステム間の翻訳を

支援することができます。最終的な結果として、現在

の熾烈な競争社会におけるレシピ管理 （定義、配布、

翻訳、変換） 上のアプリケーション課題を解決可能なソ

リューションが実現します。

詳細は、下記をご覧ください。

http://discover.rockwellautomation.com/PR_
EN_Process_Solutions.aspx

制御活動モデル

製造情報管理レポート管理 製造のプランニングと 
スケジューリング

従業員および 
環境の保護

プロセス管理

装置の監視

本規格の範囲外

プロセス制御

Arkemaがロックウェル・オートメーションのプロセス自動化システムに移行
企業間の連携によって安全性の課題を解決し、ダウン

タイムコストを削減します。

産業用化学品メーカである Arkemaの製品を利用す

ると、住宅建築に使用される材料の多くについて強度

を増加したり寿命を延長することができます。アラバ

マ州アクシスの施設では、一般に耐衝撃改質剤と呼ば

れ、ビニール系サイディング、窓枠、PVCパイプなど

の建材の製造に使用される添加剤の開発に専念してい

ます。

耐衝撃改質剤を製造する際、Arkemaのエンジニア

はまずリアクタを使用し、各種の化学物質を追加して

バッチを作成します。バッチは連続プロセスの一環とし

て液状ラテックスにされ、噴霧乾燥器に入れられます。

この開発段階で粉状に乾燥されたラテックスがエンド

ユーザのもとへ出荷されます。

バッチ開発プロセスは、1サイクル当たり平均 8時間

かかり、バッチ完了時間は 12.5時間です。アクシスの

施設では、この時間枠内に 35,000ポンド （15.89トン） 

が製造されており、年間では 15 種類の耐衝撃改質剤

が合計で約 8,500万ポンド （約 38,590トン） 製造され

ています。

課題

この製造プロセスでは、プラントの半分を 28年前のレ

ガシー分散制御システム （DCS） で、残り半分を同シス

テムの 15年前のバージョンで運用していました。いず

れも交換部品の入手が困難な上、修理をできる人材の

確保がほとんど不可能です。さらに状況を悪化させて

いる点として、同社の I/Oハードウェアは約 30年も前

のものでした。

システムで標準プロセスの更新やレシピの変更が必要

になると、障害発生時の対応時間を含めずに、プラン

トを 10時間操業停止にしなければなりません。このよ

うな状況は月に 1回程度発生し、そのたびに約 42,000

ドルの損害をもたらしていました。

「既存の DCSは制御の変更に対応できず、保守や修理

のリソースの確保は日に日に困難になっていました。」

Arkemaのエンジニアリング /メインテナンスマネー

ジャである John Bryant氏は述べています。「さらに

重大な点として、安全性に問題が生じ始めていました。」

Arkema はシステムインテグレータの Precision 

Engineeringおよびロックウェル・オートメーションと

連携し、移行計画を策定しました。この計画には、必

要な診断のほか、移行完了まですべての優先事項 （現

行 DCSとのインターフェイス機能など） が維持される

ことが盛り込まれています。新しいプロセス自動化シ

ステムのその他の要件としては、一貫したバッチ品質、

S88への準拠、既存 I/Oフットプリントの利用、安全

監視機能、システム切替え時のダウンタイムの最小化

が求められました。

ソリューション

Arkemaは、28年前の DCSプラットフォームをロッ

クウェル・オートメーションの PlantPAxプロセス・

オートメーション・システムに置き換えることにしま

した。ロックウェル・オートメーションの Integrated 

Architecture™ システムをベースにした PlantPAxプ

ラットフォームは、統一されたプロセスのもとで個別の

ソリューションを提供します。Arkemaにとってみると、

このプロセス自動化プラットフォームは、制御テクノロ

ジ、各アプリケーションに対する視覚化向けの HMIソ

フトウェア、レシピを管理するバッチ管理ソフトウェア、

システムを相互にリンクする通信インターフェイスアプ

リケーションを搭載しており、サードパーティのアクセ

スも把握できます。

レシピ管理
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Arkemaがロックウェル・オートメーションのプロセス自動化システムに移行
バッチ間の一貫性の向上と手動調整の削減を目的に、

このシステムには FactoryTalk® Batchレシピ管理ソフ

トウェアが搭載されています。FactoryTalk Batchソ

フトウェアは、署名テンプレートを作成しコマンド検証

ポリシーを適用する機能を備えており、生産性や、安

全保護および規制遵守の取り組みを改善します。この

ソフトウェアは Arkemaの旧システムよりもはるかに操

作性が高く、バッチレシピを機械にプログラムして、命

令に自動的に従わせることができます。その結果機能

が向上し、製品の品質と全体的な生産性に劇的な効果

をもたらします。

PlantPAxシステムに組み込まれた通信インターフェイ

スアプリケーションを利用すると、工場のフロアから必

要なデータを得られます。このため Arkemaのエンジ

ニアと Precision Engineeringの技術者は、ほかのア

プリケーションから製造データを収集して、コントロー

ラとの通信を最適化することができます。ロックウェ

ル・オートメーションの Encompass™ Partnerである

Salem Automationも、同社の ABNetソフトウェア・

インターフェイス・モジュールにより、統合で重要な役

割を果たしました。このデバイスは、Arkemaの新し

い制御システムが EtherNet/IPを介して残りの DCSと

やり取りをすることを可能にします。

ロックウェル・オートメーションのテクニカル・サポート・

チームは、新しいシステムへの適応支援や、新しい自

動化機能の利用方法の指導など、ライン作業者および

エンジニアへのトレーニングを実施しました。ロックウェ

ル・オートメーションは、テクニカルサポートに関わる

ことにより、Arkemaが明確で戦略的なテクノロジ移

行パスをたどれるように導いています。

結果

施設の新しいプロセス自動化システムでは移行完了日

以来、ダウンタイムが発生しておらず、Arkemaにとっ

ては年間 50万ドル以上のコスト削減につながっていま

す。さらに、施設の製造能力は、予想より3週間も早

く最初の週のうちに最適化されました。

PlantPAxシステムによって、バッチ作成時間も半減し

ています。ロックウェル・オートメーションのエンジニ

アリングツールの導入により、レシピおよびバッチ管

理は制御エンジニアリングタスクから製造エンジニアリ

ングチームの担当に移行しました。このため、チーム

が新製品をラインに追加する場合の手順が大幅に迅速

化されています。製造エンジニアは、バッチの変更や

新製品の追加をすべて、制御エンジニアに通知するこ

となく実行できます。レシピに多少の誤りがあっても、

すぐに修正して次のバッチに反映させることが可能で

す。

バッチ作成時の一貫性も向上しました。新しいシステ

ムの場合、製造エンジニアはすべてを同期化させな

がら手順の修正とレシピのロードを同時に行なえます。

このシステムにより、コントロールレシピと手順で高度

な一貫性が強制的に確保されてきました。Arkemaは

絶えず新しいグレードやパイロットを試し、すぐにバッ

チに変更を加えることができます。実際、新しいシス

テムの導入以来、Arkemaの製品ポートフォリオには

2つの新製品が追加されています。旧システムでは、

ほぼ不可能なことです。

バッチのプログラミングはコントローラ外で行なわれる

ので、オペレータの操作性も向上しました。変更は、

旧システムの場合よりもはるかに容易かつ安全です。

さらに、ISA S88対応プラットフォームでは、すべての

オペレータが温度や圧力などのバッチ制御要素にアク

セス可能であり、一貫性のある安全な製造が実現しま

す。

次の移行段階では、施設の廃棄物処理エリアが対象に

なります。第 1段階の場合と同様、このエリアも現在

レガシー DCSで運用されており、PlantPAxプロセス・

オートメーション・システムへの移行が行なわれる予定

です。

PlantPAxプロセス・オートメーション・システムの詳細

は、下記をご覧ください。

http://discover.rockwellautomation.com/PR_
EN_Process_Solutions.aspx

施設の新しい PlantPAxプロセス・オートメーション・システ
ムでは移行完了日以来、ダウンタイムが発生しておらず、
Arkemaにとっては年間 50万ドル以上のコスト削減につな
がっています。また、チームは導入後 3～ 4週間以内に製
造能力が 100%に達すると予想していましたが、最初の週
のうちに最適化されました。

得られたメリット

•  ロックウェル・オートメーションのエンジニアリ

ングツールの導入により、レシピおよびバッチ

の管理が制御エンジニアリングタスクから製造

エンジニアリングタスクに移行

•  S88 Batch対応システム

•  オペレータが温度や圧力などのバッチ制御要

素にアクセス可能

•  共有機器管理

成功事例

アラバマ州アクシスの施設では、一般に耐衝撃改質剤と呼ばれ、ビニール系サイディング、窓枠、PVCパイプなどの建材の製造に使用される添加剤の開発に専念しています。
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PZ Cussonsは、液状石鹸や洗剤の調合およびパッケー

ジングについては厳しいコスト目標を定めています。

ただし、旧式の施設は量産効果を実現するほどの製造

目標に対応できなかったので、まったく新規にプロセ

スプラントを建設することにしました。

課題

PZ Cussonsは英国に新しい製造施設を建設する正当

性について検討していくうちに、旧施設の既存プロセ

ス機器の多くが最新の製造環境の要件を満たしていな

いことに気付きました。こうした理由も踏まえて、ロッ

クウェル・オートメーションとその Alliance Partner

である Endress+Hauserが提供する業界の最新ソ

リューションが採用されました。このソリューションは

すべて ISA S-88規格に準拠し、ネットワークに接続さ

れた機器やルーティングバルブを採用しています。さ

らに、ロックウェル・オートメーションの Integrated 

Architectureが提供する共通ソフトウェア環境とス

ケーラビリティによって、導入や異種間の移行が大幅

に簡素化されました。

第 1の課題となったのは、プロセスの全ステップの可

視性を確保することと、すべてのパラメータを運用許

容範囲内に収めることです。これには非常に高精度な

バッチシステム、調合システム、測定システムが必要

ですが、各システムは相互に通信できないだけでなく、

オフィス内のマスタ制御システムとの通信や、安全な

エクストラネットを介した外部サプライヤとの通信も行

なえませんでした。

連続生産のメリット

まったく新規の処理 /製造操作が開発され、ロック

ウェル・オートメーションが設計・提供した機器と、

Endress+Hauserが設計・導入した機器およびフィー

ルドバスネットワークによって制御されています。この

プロジェクトでは、フィールドバスデバイスが提供する

柔軟性、高度なプロセス、診断データを最大限に活用

できます。そのため PZ Cussonsは、旧プラントをは

るかに凌ぐレベルのプロセス可視性 /制御を手に入れ

ることができました。

新しい PlantPAxプロセス・オートメーション・システ

ムでは、各種のテクノロジを組み合わせて、生産目標

や品質目標の達成を図ります。全体的なライン制御は、

キャビネットに収納されたラインサイドのアレン・ブラ

ドリー ® ControlLogix® PACを複数使用して行なわ

れます。コントローラはコア制御をアレン・ブラドリー

Intelligent Motor Control Centerに提供するほか、

FactoryTalk Batchにリンクし、データを FactoryTalk 

Historianに供給します。FactoryTalk AssetCentre

ツールは、プラント規模の資産管理をサポートします。

主要なシステムで問題が発生した場合に備えて、ソ

リューション全体が Strategic Maintenance Contract

と Team Support Contractの対象になっています。

工場での作業の流れとしては、バルク原料を受け取る

と、正確に小分けされた香料および添加剤を一連のレ

シピに基づいて加えてから、必要な製造量に応じて調

合およびパッケージングします。理論的には単純です

が、バッチが厳格な品質基準を満たせるように、プロ

セス全体で極めて高度な測定および制御が要求されま

す。

PZ Cussonsのプロセス・デベロップメント・マネージャ

であるAndy Ellams氏は次のように述べています。「自

分たちが何を求めているかについては、極めて明確で

した。具体的に言うと、一般的な ITインフラストラクチャ

に統合された複数のサーバ上で動作する分散制御シス

テムです。各サーバは、オフィス・システム・トラフィッ

クと共用の光ファィバネットワークを介して PLCに接続

されます。」

Endress+Hauser FieldCareの FDT/DTM機能を利用

するとフィールド機器を中央から保守および構成可能

であり、フィールドバスネットワークでは通信トラフィッ

クの集中監視 /分析を容易に行なえます。これによっ

て制御システムからフィールドデバイスまでのシームレ

スな統合が実現し、測定された変数の検証や一貫した

デバイス保守が可能になります。

従来のアプローチでは、レシピがすべて PLCにハード

コードされていたので、大量の再コーディングを行な

わずに新しいレシピや調合を簡単にテストできる方法は

ありませんでした。ロックウェル・オートメーションのテ

クノロジを利用すると、新しいレシピのパイロットテス

トを大量生産に先立って小規模に実施できます。以前

は専門のオペレータが必要でしたが、現在ではソフト

ウェアのスケーラビリティと移植性により、すべてのオ

ペレータがあらゆるラインでテストを実施できるように

なりました。オペレータは従来よりもはるかに多くのス

キルを身に付け、人手の介入が本当に重要な分野に付

加価値を提供しています。

Ellams氏は次のように述べています。「現在では初回

パスが標準になりつつあります。極めて高い品質基準

を得られるようになり、微調整はほとんど、またはまっ

たく必要ありません。数週間にわたって製造上の問題

が発生しないこともよくあります。」結果としてプラン

トでは、ダウンタイムの短縮、精度の向上、バッチ時

間の短縮を達成し、それに伴いエネルギーの節約と開

発期間の短縮も実現しています。

詳細は、下記をご覧ください。

http://discover.rockwellautomation.com/PR_
EN_Process_Solutions.aspx

PZ Cussonsがロックウェル・オートメーションのソリューションの導入によって 
最先端のプロセス機能を英国の新しい製造施設に統合
大手個人向け洗剤メーカが厳格な品質基準を満たしつつ、資産管理と製造能力を強化しました。

世界規模での PlantPAxシステムの採用
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まず、11月 1日 （月） と 2日 （火） に弊社が企画する

プロセス・ソリューション・ユーザ・グループ （PSUG）

の年次会にご参加ください。

•  ベストプラクティス、アイデア、体験を共有

•  PlantPAxシステムの開発ニーズの優先順位を決める

投票に基づき、技術ロードマップを作成

•  30カ国、200社を超す企業の参加者から、プロセス

ソリューションについてのグローバルな意見を収集

次に、11月 3日 （水） と 4日 （木） に開催されるオート

メーションフェア® イベントに参加して、プロセスにつ

いての体験を広げてください。

•  最新テクノロジの展示や、専門家との直接対話

•  プロセス業界の話題に特化したワークショップや技術

セッションに参加

•  ライブデモを実際に体験

詳細と登録は、下記をご覧ください。

www.rockwellautomation.com/events/
automationfair/psug.html

プロセス・ソリューション・ユーザ・グループと 2011オートメーション・フェア・イベント

11月 1日から 4日に、 
フロリダ州オーランドの Orange 
County Convention Centerで 
1週間にわたって開かれる 
プロセスエジュケーションに 
ご参加ください。
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